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IgG4-related gastrointestinal disease (IgG4-GID)の特徴的病理所見として手術材料では
bottom-heavy plasmacytosis (BHP）が報告されている。そこで胃生検で BHP が検出可能
か、既知の IgG4 関連疾患患者 31 例の胃生検検体で検討した。また BHP の疾患特異性を
検討するため、連続した胃生検検体 1696 例について前方視的に BHP の有無を検索した。
IgG4 関連疾患患者 7 例に BHP を認め、そのうち 6 例が IgG4-high（免疫染色で IgG4 陽
性形質細胞>10/HPF かつ IgG4/IgG 陽性形質細胞比>40%）に相当した。粘膜筋板内の形質
細胞集簇、萎縮を欠く胃底腺間に形質細胞が浸透するように浸潤する像も IgG4-GID に特
徴的と考えられた。連続した胃生検では 6 例（0.35％）に BHP を認め、うち 1 例は IgG4
関連疾患患者であった。IgG4-GID は特徴的な組織所見から胃生検でも疑うことが可能で、





IgG4-GID における IgG4 陽性細胞の頻度や集簇部位を検討し，コントロールである
H.pylori 感染性胃炎や胃 MALT リンパ腫とは異なったパターンを呈することを示し，BHP
が IgG4-GID において胃生検組織から特異的所見として認められることを証明した．また，





Utility of gastric biopsy in diagnosing IgG4-related gastrointestinal 
disease 
（IgG4 関連消化管病変の診断における胃生検の有用性） 
